
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

男女共同参画の視点から介護と仕事について考えてもらい、社会的資源や介護休暇制度などの知識を学び、継続就労に繋げ女性の経済的自立を促す。目的

内容

方法

「男女共同参画の視点から考
える」
〇高齢化社会と女性のワーク
ライフ（50代は昇格・介護・
子供の受験・更年期などが重
なる）
〇介護と女性（性別役割分担
意識とアンコンシャスバイア
ス）
〇女性の貧困（非正規雇用・
高齢女性の貧困）

対象 40代～50代の女性、パルティ会場、定員30名

④課題解決の方策の検討 ⑤課題解決のための行動

「受講者交流」
〇少人数（4～5人）のグルー
プに分かれて簡単な自己紹介
をし、交流を深めてもらう。

〇現在困っていること・知り
たい事などについて話しても
らい、何が課題なのかを共有
する。

「知っておきたい制度」
〇介護休業法
〇利用できる介護保険制度
〇介護に関する相談窓口

「介護の現場から学ぶ」
〇当事者から制度利用の了解
を得るためには…
〇家族に協力してもらうため
には…
〇施設選びのポイント

講義（男女共同参画の基礎）講義（内閣府データより）グループワーク 講義（ケアマネ・社会労務士）

「ロールモデル紹介」
〇積極的に介護休業制度を奨
励している企業の紹介
・介護休暇の取得方法や復帰
後の様子

〇実際に仕事と介護を両立し
ている女性を紹介
・上司や同僚に理解してもら
うためには…

ロールモデル紹介

基点・基軸の形成

【趣旨】働く女性にとって、40代～50代は昇格などによる社会的責任が増える一方、家族（親）の介護が重なる時期でもある。現状では、家族の介護は主に女性が担っており、仕事と介護
の両立が困難となり、やむを得ずキャリアを諦め離職する女性が多い。介護離職の原因としては、「仕事と介護の両立が難しい職場だった」、「介護により自身の健康を害した」のほか、
「介護サービスについて知識がなかった」などの理由が挙げられる。介護離職後の女性の再就職は極めて困難であり、収入も断たれてしまうことから、高齢女性の貧困にもつながることが
懸念される。介護に直面してもすぐに離職することなく、制度を利用しながら介護と仕事を両立できるよう知識を身につけ、継続就労を促す。

課題解決

社会的にも、役割分担意識やアンコンシャスバイアス（介護は女性がするもの・女性のほうが向いている）が根強く働いている。また、介護は育児と異なり、突発的で症
例も一人一人違うことから予測が立てづらく、育児休暇のように介護休暇を計画的に取得することは困難であり、離職の要因となっている。その結果、高齢女性の貧困化
に拍車をかけ、「4名に1人は貧困状況」という深刻な問題となっている。

課題

連携先 地域包括（ケアマネージャー）、社会労務士など

目標

【事業名】 STOP！介護離職！！ ～女性が生涯働き続けるための講座～ 開催日時：土曜日 10：00～15：00

独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

栃木県・山本祐子

⑥振り返り

グループごと
に分かれて、
感想・意見交
換

意見交流

アンケート
〔 30分〕 〔 60分〕

〔 20分〕

〔 5分〕〔 60分〕

〔お昼休憩60分〕

〔 30分〕

②現状把握（統計から） ③男女共同参画推進意識の形成

「介護離職の現状把握」
グループワークで共有した課
題をデータを使って裏付けし、
再認識してもらう。

〇介護離職の主な理由
〇介護離職の男女比
〇介護離職がもたらす経済的
影響

①課題把握・課題共有

〔 30分〕

takano
四角形


